
東大和市

(南街・桜が丘地域防災協議会は

シニアで結成／運用している組織)
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南街・桜が丘地域の 東大和市全体地図から見た
位置（東大和市の南に位置する）
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地域環境の特殊性（航空写真参照）
（南側は大型マンション群、北側は木造住宅密集地）
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南街公民館
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南街・桜が丘地域とは
• 桜が丘地域；日立航空機（陸軍エンジンの生産工場)

（東大和市駅から玉川上水駅迄；校正会霊園迄工場)

• 南街地域；工場の住宅地（昭和１６年頃整備；道路は

碁盤の目、上下水道完備）

・ 住民は全国から流入し、生産工場の為、人材的には種々の能力

を持った集合地域となった

・ 自治会は１００％加入(水道事業が市に移管する迄は）

• 南街ｖｓ本村地域の差別化

• 地番は南北の帯状(南街は正式地番には無し、市制で南街となった）

• 西より；芋窪、蔵敷、奈良橋、高木、清水、狭山

• 自治会名；栄１～３、協和１～３、末広１，２、大和通り、親和(旧南街地域)

• 学校 ；大和小学校、中学校、大和小学校分教場(南街)

• 桜が丘のマンション；約１５年前にグランバサージュが建設今に至る

• 地域として地縁、血縁の全くない地域／地域を纏める何らかの方法が必要
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・ 地盤的には問題ない地域である
・ 立川断層が近くにあるが直下ではない
・ 天災に対して問題が少ない

津波、洪水、崖崩れ、液状化
・ 南街地域は家屋密集地域である。
（市の人口の約２５％が狭い地域に居住している）

・ 南街地域は地震に対しての高危険度地域である
・ 南街地域は高齢者が極めて多い（老老防災）
・地震に関する地域危険度測定で高度危険地帯と
判定された。

この為当該地域は災害時に火災発生対応が
必須である。
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南街・桜が丘地域の特徴



南街地域の災害危険度
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防災上の課題
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組織；２１団体（自治会；１４、管理組合；７）
対象地区の世帯数；約９千、人口；約２万人
役員；１０名
幹事；３４名 構成員の殆どが
女性班たんぽぽ；１１名 シニア世代

南街・桜が丘地域防災協議会の概要



南街地域の特異性（南に大型マンション）

大型マンション建設前の南風の流れ

大型マンション建設後の南風の流れ

南

南

北

北
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関連地域の世帯数及び人口数

平成２５年０４月現在

町名 丁目 世帯数 　 人口数 　

　 　 　 男 女 合計

南街 １丁目 570 586 617 1,203

２丁目 962 1,001 956 1,957

３丁目 874 1,009 1,068 2,077

４丁目 260 234 271 505

５丁目 808 834 773 1,607

６丁目 540 565 554 1,119

　 合計 4,014 4,229 4,239 8,468

桜が丘 １丁目 1,516 1,987 2,177 4,164

２丁目 2,076 2,569 2,695 5,264

３丁目 998 1,054 1,272 2,326

　 合計 4,590 5,610 6,144 11,754

8,604 9,839 10,383 20,222両地域総計
11



自治会活動の基本事業
(公民館はこの活動を支援）

• 東大和市に住んで人生を享受出来る

• 自治会の活動は活動が目的でなく人生を
享受する手段の一つである。

・ 活動の３つの柱として、

● 防災対策（両地域共通課題）

● 青少年健全育成（桜が丘地域；若年者

が多い）

● 高齢者対策（南街地域；高齢者が多い）
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地域の沈滞化した自治会活動の活性化
手段として防災をその切り口とした

・ 平成１９年０４月より予備調査開始

・ 自治会／管理組合の２種の存在

• 防災対策（全ての地域に共通事項である）

• 他の地域の活動状況調査／資料収集

• プロジェクトチームの発足

• 本会は協議会方式；

● 防災協議会として発足 13

防災協議会立ち上の原点



防災活動の基本方針

• 各自治会（管理組合）が独自に活動する為
の支援（各組織各々の強化が必要）

• 公民館側（関連機関）との密接な連携

• 加入住民への防災意識の高揚支援

・種々事業の展開／参加要請

・ 継続的な機関紙の発行（教宣活動）

・ 絶え間ない人材の育成（団体の継続）
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地域は第二小学校の全学区

• 南街地域（木造）と桜が丘地域（大型マン
ション）

• 避難地域の相違

桜が丘地域 ；東大和南高校／都立南公園

南街地域 ；第二小学校／第二中学校
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対象地域明細；南街公民館
及び第二小学校の学区をそ
の地域とする
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地域の相違を超えての作業

• 南街地域と桜が丘地域の共通項

• 避難時の小学生の安全確保
• 避難場所（公民館／第二小学校）との共同
作業

◎ 特に規約作りには、

・ 行政側（第二小学校）

・ 自治会側（南街地域) 共同作業

・ 管理組合（桜が丘地域)
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プロジェクトチームの結成

（本格スタート；平成19年10月）

南街集会所委員会

第二小学校

桜が丘地域へ
の参加勧誘

南街地域への
参加勧誘 関連機関へ

の協力要請

発足に向けての作業開始

作業計画／日程策定（平成19年04月頃より予
備調査開始）

プロジェクトチームの結成

他
の
防
災
協
議
会
調
査

南街公
民館
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防災協議会の発足

プロジェクトチー
ムの結成

関連機関

マンション群(管理組合）
（桜が丘地域；7）

木造住宅群(自治会）
(南街地域；14)

第二小学校との連携

南街公民館との連携

防災協議会の発足
（平成２０年４月発足）
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防災協議会

市；市民生活課

関連機関

北多摩西部消防署
第七分団 東大和警察

市；防災安全課

東大和病院

第二小学校

第二中学校

南街公民館
（避難場所）

（避難場所）

PTA
青少対

東大和南高校

長寿会

避難場所

社会福祉協議会
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南街・桜が丘地域防災協議会全体組織

各自治会／管理
組合規約

第二中学
校

南街公
民館

東大和
南高校

トップダウンでなくボトムアップの組織
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全体組織



防災協議会の年間主要事業
（平成２７年度主要事業）

・ 総合防災訓練（第二小学校／第二中学校）
・ 救急救命講習会（年２回）
・ 可搬ポンプ操作講習会
・ 防災資器材操作訓練
・ 各団体への防災訓練支援（重点事業）
・ 東大和病院の「トリアージ参加」
・ 東大和南高校との防災訓練（平成２４年度から開始）
・ 女性班の活動強化（要援護者支援）
・ 地域の放射線量の継続測定（平成２３年度から開始）
・ 食品の簡易放射線量の測定（平成２４年度から開始）
・ 南街公民館との共同事業(街づくり懇談会）
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防災協議会としての広報活動

２６年度東大和市民ネットに加入しホームページ／ブロ
グを立ち上げた

ブログ立ち上げの理由
（紙からの脱出、伝達の迅速性／広域化の追求）
・情報の共有化
・情報の保存
・情報の地域へ広範囲に伝達可能
・シニアから現役世代へメッセージ伝達の確保
・地域外への情報発信が可能となった

ホームページ；南街・桜が丘地域防災協議会
ブログ；。南街・桜が丘地域の各種団体活動報告



防災協議会の活動拠点

南街自治会集会所

自主防災倉庫
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災害に備え住民として基本行動指導

・ 自助、共助、公助； 近助（これが重要）
（隣近所の方との交流）

・ 家庭での準備；健康の維持管理
（個人） ；家具の転倒防止、火災警報器、非常食、

水、安心カードの保管、消火器、
懐中電灯

；家の中での避難経路の確保
；自治会への加入
；防災訓練への参加（救急救命／応急

処置を含む）
；避難場所への経路の実踏実施

● 南街地域は火災が重点案件
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避難場所の具体的行動内容強化

• 協議会と避難場所との本格的共同避難訓練

• 施設使用細部の取り決め／ルール化

• 模擬避難訓練を実施して必要時間の測定

• 行政側の対応確認（模擬避難訓練）

• 地域ｖｓ避難場所の差別化（人口比率より決定）

・ 第二小学校／第二中学校／南街公民館／

都立東大和南高校

・ 必要Toolの製作／購入；看板等
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南街・桜が丘地域地デジ電波電界強度の 

測定結果及びその考察 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                東大和市 南街・桜が丘地域防災協議会 

                   東大和市 南街公民館 

                 ２０１１年(H23)０１月２０日 

 

 

 

 

 

 

 

共同事業による主要発行資料（４件作成）

平成２１年度；「南街・桜が丘地
域の防災地図」の作成

（全２０ﾍﾟｰｼﾞ)

平成２２年度；「南街・桜が丘地域地デ
ジ電波電界強度の測定結果及びその
考察」の作成(全１００ﾍﾟｰｼﾞ）
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南街･桜が丘地域の空間放射線量測定結果及びその考察 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東大和市立南街公民館  

                           南街･桜が丘地域防災協議会 

                             平成２４年０３月３１日 

 

平成２３年度；「南街・桜が丘地域の空間
放射線量の測定及びその考察」の作成

(全１６０ﾍﾟｰｼﾞ)

平成２４年度；「南街・桜が丘地域防災
協議会の平成２４年度活動報告」の
作成（全２００ﾍﾟｰｼﾞ)
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地域の底力再生事業助成金への申請
（東京都事業）の利活用

当該協議会及び一部自治会は標題の助成金を利用して組織の強化
を図っております。

・ 防災協議会 ；２回申請

・ 栄三丁目自治会 ；３回申請

・ 栄一丁目自治会 ；３回申請

・ 協和三丁目自治会；１回申請

・ 第一光ヶ丘自治会；２回申請

・ 協和二丁目自治会；１回申請

・ 栄二丁目自治会 ；１回申請

・ 末広一丁目自治会；一回申請

(この他にコッミュニテー助成の利用しております）
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H20年06月21日
南街・桜が丘地域防災協議会

火災警報器の共同購入申込書
南街・桜が丘地域防災協議会発足に伴い同協議会の事業として下記の火災警報器の共同購入を行い

ます。火災警報器は次ページ案内の通り平成２２年０４月０１日から一般家庭でもその設置が義務付け
られます。（但し一般家庭に対しての罰則規定はありません）
当該警報器は既に栄一丁目自治会で地域住民に一括購入／設置を行なった実績のあるもので、立川の

防災センターからの購入致しましたが、今回も同所から購入致します。
尚協和三丁目自治会でも本年度各戸一括購入を決定しております。

１． 形式（miyata製）

煙感知式 熱感知式
（部屋一般用） （台所等熱源のある所）

外観図

● 総額¥50,000以上；５%引き⇒¥3,325／個（１５個以上の購入）
● 総額¥200,000以上；10％引き（これ以上の値引きなし）⇒¥3,150／個（６４個以上の購入）

２． 申込方法
下記の申込書を各組の本年度委員にxx月xx日迄ご提出下さい。尚防災センターへの予約は

現金での前払いとなりますので申込された方は別途xxxxxxが現金（¥3,500／個）の徴収をさせて戴き
ます。仮領収書を発行致します。(尚割り引き金額との差額は別途返却致します)
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火災警報器の地域での共同申込み



外部からの評価

平成２４年４月に東京
都から第一回 東京防
災隣組（全３６団体）と
して認定されました
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今後の課題
• 住民への防災意識の浸透

● 自治会加入への継続的な運動

● 防災協議会の存在の教宣活動

・ 関連機関との一層の連携強化（南街公民館）

(共同での事業計画の策定）

・ 関連（防災／救命）知識の継続的な習得

・ 魅力ある行動計画の策定

・ 各自治会／管理組合との一層の関係強化

・ 後継者の育成(防災協議会側）

・ 公民館員の人材育成（行政側の対応）
33



ご静聴有難う御座いました

終わり
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